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      ＪＲ東労組 業務部 

社員として相応しい人は社員の道を作っ
ている。希望者全員の正社員化は難しい。 

知識・技能を有したグリーンスタッフは、
営業職場の即戦力だ！ 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社において社員登用もしてい
る。出来ることはやってきた。 

少子高齢化、人口減少の中、社員を確保
するために正社員にするべきだ！ 

ＳＰＩ試験では、学んだ知識や技能を活
かすことができない。実務経験に基づい
た試験内容に改めるべきだ。 

社員としての選考試験である。社員にな
ればｶｳﾝﾀｰ業務以外も就くので行ってい
る。ＳＰＩ試験は世の中から見ても一般
的な内容だ。 

現行の試験内容を変える考えはない。 
今も勤務成績を踏まえて選考している。 

正社員との違いは何か。 

契約社員であり賃金形態が違う。扶養手
当は家族構成に対して支払っている。ｸﾞ
ﾘｰﾝｽﾀｯﾌは仕事に対して賃金を支払って
いる。同業他社と比べても違和感はない。 

企業の責任において、子育て支援を行う
べきだ。 

企業だけで対応するものではない。 
扶養手当の措置は行わない。 

ｸﾞﾘｰﾝｽﾀｯﾌ社会人採用者の位置づけは。 

即戦力として職場の様々なポジションで
活躍してもらう。駅配属者は営業全般で
の活躍をしてもらう。将来的にはマネジ
メントにも携わっていただきたい。 

同じ職場に配属することが、駅全体のレ
ベルアップにつながる。 

将来にわたって営業職場の中心的な社員
として活躍してもらうため、さまざまな
職場で経験を積むことは意味がある。 

営業職場の人材育成の考え方は。 

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ採用者で駅に残る社員、国
鉄採用者、社会人採用者の３者で技術継
承ができる。 

あたり前のことができない事象が多発し
ている。シニアの経験を活かすべきだ。 

｢自分の業務がなぜ必要なのか｣と基から
教える重要性がある。 

出身が違ってもエリアに愛着を持ってい
ただく。地元採用が唯一の答えではない 

慣れ親しんだ場所での勤務は、観光案内
や災害時対応では優位性がある。 

幅広く採用を行っていく。地元採用は否
定しないが、出身かどうかを基準にする
考えはない。 


